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Abstract 今日の電機・機械製造業は市場のグローバル化、顧客ニーズの多様化、スピードを増す技術革新

といった環境変化に直面している。企業にはグローバルで戦えるコスト競争力獲得のための規模
の確保、ニーズの多様化に対応する製品ラインの拡充、技術革新をリードするための継続的な大
規模投資といった戦略的行動が求められるが、これらに一社で対応することは資源の制約から年
々難しくなっている。そのため、自社にない資源を補う手段として戦略的提携が積極的に活用さ
れている。本研究では企業戦略の中でその重要度が増している戦略的提携について、その成功要
因を事例研究から見出すことを目的としている。なお、研究対象とする業界は、筆者の派遣元企
業が属する電機・機械製造業に限定している。
研究の過程において、戦略的提携を行う企業同士の関係性を的確に把握する一手法として、二軸
バリューチェーンによる業界構造表現法を提示した。また、提携の目的と提携企業間の関係性の
二軸を用いて、戦略的提携を「効率性追求型」、「相互学習型」、「プラットフォーム維持型」
、「ベストプラクティス集結型」の四つに分類する方法を提示するとともに、戦略的提携を分析
する六つの視点を提示した。
事例分析においては、自動車業界、半導体業界、航空旅客機業界における事例を分析した結果、
以下のことが示唆された。「効率性追求型」では、技術の世代間交代のタイミングや業界構造の
変化を念頭に提携事業のゴールと期間を明確にすることが成功要因の一つであることが示唆され
た。「相互学習型」では、現場での情報交換が促進されるように現場レベルまで提携の意義を徹
底させるとともに、人員配置にまできめ細かく気を配る必要がある。また、経営層のプライドが
提携事業の妨げにならないように提携による実利に注目することが重要であることが示唆された
。「プラットフォーム維持型」では、協業企業を惹きつける技術力が必要条件であるが、それ以
外に社内、社外の情報管理能力を基に提携企業群に魅力的なビジネス機会を提供し続けることが
十分条件となることが示唆された。「ベストプラクティス集結型」では、提携するパートナー企
業が進める技術開発の進捗管理は一任しつつも、パートナー企業が蓄積した技術情報はパートナ
ー企業が独占しないように情報管理する必要があることが示唆された。

Notes 修士学位論文. 2011年度経営学 第2676号
Genre Thesis or Dissertation
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=KO40003001-00002011-

2676

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


論文題名

学籍番号

慶庭義塾大学大学院経営管理研究科修士課程

学位論文 2011年度

競争優位獲得のための戦略的提携

電機・機械製造業における戦略的提携の成功要因

主査 小林喜一郎教授

副査 浅川和宏 教授

副査 岡田正大 准教授

副査

2012年 1月 6日提出

81030837 氏名 田 村 武 史



論文要旨

所属ゼミ|小林喜一郎研究会|学籍番号|

(論文題名)

競争優位獲得のための戦略的提携

一電機・機械製造業における戦略的提携の成功要因一

81030837 名氏 田村武史

(内容の要旨)

今日の電機・機械製造業は市場のグローノミノレ化、顧客ニーズの多様化、スピードを増す技術革

新といった環境変化に直面している。企業にはグローパルで戦えるコスト競争力獲得のための規

模の確保、ニーズの多様化に対応する製品ラインの拡充、技術革新をリードするための継続的な

大規模投資といった戦略的行動が求められるが、これらに一社で対応することは資源の制約から

年々難しくなっている。そのため、自社にない資源を補う手段として戦略的提携が積極的に活用

されている。本研究では企業戦略の中でその重要度が増している戦略的提携について、その成功

要因を事例研究から見出すことを目的としている。なお、研究対象とする業界は、筆者の派遣元

企業が属する電機・機械製造業に限定している。

研究の過程において、戦略的提携を行う企業同士の関係性を的確に把握する一手法として、二

軸バリューチェーンによる業界構造表現法を提示した。また、提携の目的と提携企業聞の関係性

の二軸を用いて、戦略的提携を「効率性追求型」、「相互学習型」、「プラットフォーム維持型」、

「ベストプラクティス集結型」の四つに分類する方法を提示するとともに、戦略的提携を分析す

る六つの視点を提示した。

事例分析においては、自動車業界、半導体業界、航空旅客機業界における事例を分析した結果、

以下のことが示唆された。「効率性追求型」では、技術の世代間交代のタイミングや業界構造の

変化を念頭に提携事業のゴールと期間を明確にすることが成功要因の一つで、あることが示唆さ

れた。「相互学習型」では、現場での情報交換が促進されるように現場レベルまで提携の意義を

徹底させるとともに、人員配置にまできめ細かく気を配る必要がある。また、経営層のプライド

が提携事業の妨げにならないように提携による実利に注目することが重要であることが示唆さ

れた。「プラットフォーム維持型」では、協業企業を惹きつける技術力が必要条件であるが、そ

れ以外に社内、社外の情報管理能力を基に提携企業群に魅力的なビジネス機会を提供し続けるこ

とが十分条件となることが示唆された。「ベストプラクティス集結型」では、提携するパートナ

ー企業が進める技術開発の進捗管理は一任しつつも、パートナー企業が蓄積した技術情報はパー

トナー企業が独占しないように情報管理する必要があることが示唆された。


